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福
島
県
相

馬
市
の
松
川

浦
で
採
れ
る

ヒ
ト
エ
グ
サ

（
現
地
で
は

青
の
り
呼
び
）

が�
３
・
１１
�

か
ら
の
復
興
後
、
６
年
ぶ

り
の
漁
を
終
え
た
。
以
前

の
養
殖
量
１０
％
を
目
指
し

て
い
た
が
、
７
％
で
終
漁

し
た
よ
う
だ
。
目
標
達
成

も
重
要
だ
が
、
再
ス
タ
ー

ト
も
意
義
が
あ
る
▼
東
日

本
大
震
災
以
降
も
、
日
本

各
地
で
様
々
な
災
害
が
発

生
し
、
そ
し
て
破
壊
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
食
習
慣

も
あ
る
。
よ
り
簡
便
な
食

事
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た

り
、
例
え
ば
地
震
な
ど
で

食
器
と
と
も
に
ビ
ン
な
ど

も
破
壊
さ
れ
る
と
梅
酒
、

梅
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
な
ど
漬

け
込
み
文
化
が
減
少
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
▼
壊
れ
た

家
は
建
て
直
せ
ば
い
い

し
、
生
産
設
備
も
新
し
い

も
の
を
使
え
ば
い
い
。
た

だ
、
見
え
な
い
文
化
的
な

部
分
の
復
興
は
よ
り
時
間

が
か
か
る
。
松
川
浦
も

徐
々
に
生
産
力
は
増
し
て

い
く
だ
ろ
う
が
、
地
元
に

根
付
い
て
い
た
食
文
化
も

一
緒
に
復
興
し
な
い
と
本

当
の
意
味
で
「
元
に
戻
っ

た
」
と
は
言
え
な
い
▼
今

夏
は
猛
暑
も
�
災
害
的
�

で
あ
り
、
特
需
に
沸
く
飲

料
も
ま
る
で
防
災
食
品
に

見
え
る
ほ
ど
だ
。
基
本
的

に
人
間
は
自
然
や
気
候
に

支
配
さ
れ
て
い
る
。
決
し

て
支
配
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
さ
れ
ど
利
用
し
て

生
き
る
知
恵
を
痛
感
す
る

日
々
が
続
く
。

菓
子
大
手
メ
ー
カ
ー
の
２
０
１

７
年
度
は
増
益
基
調
で
推
移
し
、

そ
れ
を
反
映
し
て
菓
子
卸
大
手

（
三
菱
食
品
、
山
星
屋
、
コ
ン
フ

ェ
ッ
ク
ス
、
高
山
）
は
帳
合
変
更

が
あ
っ
て
も
前
年
に
近
い
レ
ベ
ル

か
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
業
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ョ

コ
に
関
し
て
は
、
ト
ッ
プ
の
明
治

に
対
し
て
、
ロ
ッ
テ
、
江
崎
グ
リ

コ
、
ネ
ス
レ
が
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ

し
、
市
場
好
調
の
波
に
乗
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
的
に
は
数
年
前
ま

で
停
滞
ム
ー
ド
に
あ
っ
た
ソ
リ
ッ

ド
チ
ョ
コ
が
２
ケ
タ
伸
長
を
継
続

す
る
ま
で
増
加
し
、
か
つ
て
の
花

形
で
あ
っ
た
チ
ョ
コ
ス
ナ
ッ
ク
が

後
退
す
る
逆
転
現
象
が
起
き
て
い

る
。
機
能
性
チ
ョ
コ
に
関
し
て
は

市
場
規
模
が
５
年
前
の
２０
億
強
か

ら
２
２
０
億
円
弱
ま
で
１０
倍
に
膨

ら
ん
だ
と
の
市
場
デ
ー
タ
も
あ

り
、
そ
れ
だ
け
ハ
イ
カ
カ
オ
ブ
ー

ム
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
与
え
る
影
響

度
は
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
れ
も
ハ
イ
カ
カ
オ
は
明

治
、
乳
酸
菌
は
ロ
ッ
テ
と
い
う
具

合
に
企
業
間
の
勝
敗
が
明
確
に
な

り
つ
つ
あ
り
、
業
界
に
は
次
の
牽

引
車
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
ナ
ッ
ク
は
昨
年
の
ポ
テ
チ
シ

ョ
ッ
ク
の
打
撃
が
大
き
い
う
え

に
、
シ
リ
ア
ル
の
苦
戦
が
鮮
明
化

し
て
き
た
。
シ
リ
ア
ル
は
、
グ
ラ

ノ
ー
ラ
が
つ
い
に
一
巡
し
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
は
、
前
年
対
比
で

月
に
よ
り
数
％
～
２
ケ
タ
マ
イ
ナ

ス
に
暗
転
し
て
い
る
。

グ
ラ
ノ
ー
ラ
の
低
迷
に
対
し
コ

ー
ン
フ
レ
ー
ク
が
伸
び
る
な
ど
カ

テ
ゴ
リ
ー
内
で
の
浮
沈
も
あ
る
。

米
菓
に
お
い
て
も
動
き
の
悪
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
ソ
フ
ト
系
が

低
調
な
分
、
揚
げ
系
は
比
較
的
順

調
に
推
移
す
る
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
で

は
ハ
ー
ド
の
マ
イ
ナ
ス
に
対
し

て
、
ソ
フ
ト
の
グ
ミ
や
錠
菓
の
堅

調
ぶ
り
が
際
立
つ
。

こ
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ

っ
て
も
好
不
調
の
差
が
大
き
く
出

て
い
る
の
が
菓
子
市
場
の
近
況
で

あ
る
。
先
月
か
ら
今
秋
冬
商
品
の

発
表
を
大
手
メ
ー
カ
ー
各
社
が
行

っ
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
逆
風

を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
新
商
品
は
、
今
の
と
こ
ろ

聞
こ
え
て
こ
な
い
の
が
実
態
で
あ

る
。
市
場
動
向
が
停
滞
し
て
い
る

上
、
物
流
費
は
待
っ
た
な
し
の
大

幅
値
上
が
り
が
進
行
中
で
あ
り
、

物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
は
菓
子
卸
に

と
っ
て
も
大
き
な
課
題
と
な
る
。

菓
子
卸
は
近
年
、
小
売
業
か
ら

の
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
の
増
加
が
経
営

圧
迫
に
直
結
し
て
お
り
、
見
積
合

わ
せ
も
活
発
に
行
わ
れ
、
条
件
は

さ
ら
に
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

大
手
メ
ー
カ
ー
は
取
引
条
件
の
見

直
し
に
動
い
て
い
る
が
、
基
本
的

に
大
手
卸
が
大
量
販
売
に
向
く
施

策
と
な
り
、
中
小
卸
に
と
っ
て
は

厳
し
い
内
容
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
メ
ー
カ
ー
の
商
品

政
策
と
し
て
も
、
減
量
に
よ
る
価

格
維
持
が
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た

が
、
い
よ
い
よ
抜
本
的
な
値
上
げ

に
よ
る
見
直
し
が
必
要
と
い
う
声

も
高
ま
っ
て
き
た
。
商
品
価
値
と

価
格
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

と
、
減
量
対
応
に
も
限
界
が
あ

り
、
従
前
の
在
り
方
を
見
直
す
タ

イ
ミ
ン
グ
に
き
て
い
る
。
以
上
の

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
菓

子
業
界
は
内
包
し
て
い
る
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
菓
子

市
場
全
体
に
停
滞
感
が
漂
っ
て

い
る
。
特
に
４
月
以
降
は
、
菓

子
に
と
っ
て
逆
風
と
な
る
高
温

や
大
雨
な
ど
天
候
悪
化
に
加

え
、
こ
れ
ま
で
牽
引
車
と
な
っ

て
き
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
グ
ラ

ノ
ー
ラ
な
ど
が
一
時
期
の
勢
い

を
失
っ
て
き
た
。
ス
ナ
ッ
ク
や

米
菓
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
精

彩
を
欠
い
て
お
り
、
こ
こ
５
年

ほ
ど
続
い
て
き
た
菓
子
市
場
の

前
年
超
え
が
危
ぶ
ま
れ
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
メ
ー
カ

ー
、
卸
を
取
り
巻
く
環
境
は
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
が
顕
在
化
し
、
収

益
の
見
直
し
が
必
須
の
状
況
に

な
っ
て
き
た
。
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カ
ゴ
メ
の
寺
田
直
行
社
長

�
写
真
�
は
１
日
、
２
０
１

８
年
度
第
２
四
半
期
の
業
績

を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
連
結
売
上
高
は
前
年
同
期

比
２
％
減
の
１
千
２４
億
円
、

営
業
利
益
は
１５
％
減
の
５３
億

円
と
減
収
減
益
だ
っ
た
。
国

内
加
工
食
品
は
「
野
菜
生
活

１
０
０
ス
ム
ー
ジ
ー
」
、
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
通
販
が
好

調
も
、
飲
料
依
存
傾
向
が
続

き
増
収
減
益
。
国
内
農
事
業

は
生
鮮
ト
マ
ト
の
市
場
価
格

が
低
迷
し
、
供
給
過
剰
な
市

場
構
造
へ
の
対
応
が
遅
れ
て

増
収
減
益
だ
っ
た
。

そ
こ
で
下
期
の
「
飲
料
」

は
、
「
野
菜
生
活
１
０
０
」

を
母
と
子
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

３
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
機
能
性
表
示
飲
料
は

「
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

増
や
す
。
高
め
の
血
圧
を
下

げ
る
」
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
変
更
し
、
「
野
菜
生
活
１

０
０
ス
ム
ー
ジ
ー
」
は
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
学

校
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
採

用
。
新
た
に
「
レ
モ
ン
甘
酒

Ｍ
ｉ
ｘ
」
を
追
加
す
る
な
ど

収
益
基
盤
を
強
化

す
る
。
「
食
品

他
」
は
家
業
農
を

統
合
し
て
提
案
力

を
高
め
、
外
食
、

中
食
向
け
に
カ
ゴ

メ
商
品
を
用
い
た

野
菜
の
惣
菜
を
提

案
。
「
農
事
業
」
は
、
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
を
多
く
含
む
生
鮮
ト
マ

ト
に
機
能
性
表
示
を
実
施
。

端
境
期
の
ト
マ
ト
供
給
量
を

１０
％
増
や
し
、
洗
浄
済
み
ベ

ビ
ー
リ
ー
フ
は
千
葉
菜
園
か

ら
の
出
荷
を
開
始
し
、
供
給

量
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
ら
を

通
じ
て
通
期
売
上
高
は
２
千

１
５
０
億
円
、
営
業
利
益
は

１
３
０
億
円
と
期
初
予
想
を

据
え
置
く
。

第
２
四
半
期
の
減
収
減
益

を
と
ら
え
、
「
業
績
が
低
迷

し
た
農
事
業
を
抜
本
的
に
構

造
改
革
す
る
」
（
寺
田
社

長
）
。
高
リ
コ
ピ
ン
や
ベ
ー

タ
ー
カ
ロ
テ
ン
、
ギ
ャ
バ
な

ど
機
能
性
成
分
を
多
く
含
む

生
鮮
ト
マ
ト
の
売
上
構
成
比

は
５０
％
を
超
え
、
１０
月
か
ら

生
鮮
ト
マ
ト
で
は
初
の
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
に
よ
る
機
能
性
表
示
食

品
を
発
売
す
る
が
、
一
方
で

農
事
業
全
体
の
改
革
に
も
踏

み
切
る
。

「
昨
年
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
増
加
や
各
社
参
入
に
よ
り

生
鮮
ト
マ
ト
の
市
況
相
場
が

低
迷
し
、
供
給
過
剰
な
市
場

構
造
へ
の
対
応
が
遅
れ
た
。

そ
こ
で
今
後
は
相
場
が
下
が

っ
て
も
黒
字
に
な
る
仕
組
み

を
組
み
立
て
る
。
需
要
期
に

お
け
る
供
給
量
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
や
定
植
時
期
の
変
更
、

菜
園
の
生
産
性
向
上
、
作
付

面
積
の
縮
小
な
ど
あ
ら
ゆ
る

手
立
て
を
考
え
、
新
中
計
に

向
け
て
農
事
業
の
戦
略
を
大

き
く
変
え
る
」
。
当
面
、
下

期
は
市
場
価
格
が
上
昇
す
る

ト
マ
ト
の
端
境
期
（
７
～
１０

月
）
に
１
割
増
の
供
給
量
を

見
込
ん
で
お
り
、
ベ
ビ
ー
リ

ー
フ
も
２
つ
目
の
千
葉
菜
園

か
ら
の
供
給
を
開
始
。
利
益

が
出
せ
る
抜
本
的
な
構
造
改

革
に
着
手
す
る
。

上
期
は
「
グ
リ
ー
ン
ズ
」

を
加
え
て
４
割
増
に
達
し
た

ス
ム
ー
ジ
ー
だ
が
、
「
市
場

は
伸
び
悩
ん
で
い
る
」
。
そ

こ
で
今
後
は
「
野
菜
飲
料
と

カ
ニ
バ
リ
し
な
い
、
植
物
性

の
領
域
に
新
た
な
市
場
を
構

築
」
。
ま
た
、
植
物
性
乳
酸

菌
「
ラ
ブ
レ
」
は
下
期
も
植

物
性
を
徹
底
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

活
動
に
は
既
出
３
社
の
ほ

か
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
、
加
藤
産

業
、
カ
ス
ミ
、
シ
ジ
シ
ー
ジ

ャ
パ
ン
が
参
加
。
７
社
は
今

年
４
月
に
日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
会
（
以
下

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
）
を
事
務
局
と
す

る
全
体
最
適
推
進
組
織
「
持

続
可
能
な
加
工
食
品
物
流
検

討
会
」
を
設
立
。
経
済
産
業

省
と
国
土
交
通
省
を
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
に
迎
え
、
定
期
的
な

協
議
を
始
め
て
い
る
。

そ
の
最
大
の
特
徴
は
物
流

業
務
負
荷
の
増
大
に
つ
な
が

る
既
存
商
慣
行
の
見
直
し
や

「
生
産
性
と
品
質
の
バ
ラ
ン

ス
」
を
活
動
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
い
る
こ
と
だ
。
ド
ラ
イ
バ

ー
や
庫
内
作
業
員
の
不
足
が

検
討
会
メ
ン
バ
ー
の
キ
ユ

ー
ピ
ー
と
加
藤
産
業
は
１３
年

か
ら
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
緩
和

（
受
注
翌
日
納
品
↓
受
注

翌
々
日
納
品
）
を
条
件
に
検

品
レ
ス
化
を
推
進
。
緩
和
に

よ
っ
て
生
じ
た
時
間
を
生
か

し
、
納
品
時
検
品
に
必
要
な

商
品
情
報
（
Ａ
Ｓ
Ｎ
）
を
キ

ユ
ー
ピ
ー
側
で
事
前
に
作
成

・
送
信
す
る
こ
と
で
、
現
物

検
品
を
廃
止
し
、
荷
待
ち
・

荷
卸
し
業
務
の
削
減
に
つ
な

げ
る
も
の
だ
。
キ
ユ
ー
ピ
ー

は
今
年
５
月
か
ら
同
様
の
取

り
組
み
を
三
菱
食
品
と
も
始

め
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
は
１６
年
度
に
経

産
省
補
助
事
業
と
し
て
行
っ

た
消
費
財
物
流
調
査
（
「
荷

主
連
携
に
よ
る
共
同
輸
配
送

の
環
境
整
備
等
に
関
す
る
調

査
研
究
」
）
で
検
品
レ
ス
化

に
よ
る
高
い
生
産
性
向
上
効

果
を
立
証
済
み
。
今
後
の
リ

ー
ド
タ
イ
ム
に
関
す
る
議
論

の
中
で
も
、
緩
和
効
果
を
引

き
出
す
有
効
な
打
ち
手
と
し

て
メ
ー
カ
ー
―
卸
間
の
検
品

レ
ス
化
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た

り
そ
う
だ
。

な
お
、
卸
―
小
売
間
で
は

既
に
検
品
レ
ス
が
定
着
し
て

い
る
が
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

緩
和
に
よ
っ
て
店
舗
で
も
入

荷
業
務
の
平
準
化
な
ど
が
進

む
可
能
性
が
あ
る
。
検
討
会

は
こ
う
し
た
小
売
側
の
生
産

性
向
上
効
果
も
明
ら
か
に
し

て
い
く
考
え
だ
。
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マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
は
９
月
１

日
か
ら
、
さ
ば
缶
詰
を
値
上

げ
す
る
。
対
象
製
品
は
３３
品

で
、
改
定
幅
は
約
１０
％
。
昨

年
来
の
さ
ば
缶
詰
の
需
要
拡

大
で
原
料
確
保
が
難
し
い

中
、
輸
出
向
け
国
産
冷
凍
サ

バ
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と

を
背
景
に
、
缶
詰
加
工
向
け

の
国
産
サ
バ
の
原
料
価
格
が

大
き
く
上
昇
し
て
い
る
た
め
。

主
な
製
品
で
は
、
「
月
花

さ
ば
水
煮
」
の
参
考
小
売
価

格
は
現
行
２
５
０
円
↓
改
定

後
２
７
５
円
に
、
「
さ
ば
水

煮
」
（
同
２
０
０
円
↓
２
２

０
円
）
と
な
る
。
３
缶
シ
ュ

リ
ン
ク
も
同
様
に
改
定
。
な

お
、
機
能
性
表
示
食
品
の

「
さ
ば
水
煮
」
は
オ
ー
プ
ン

価
格
に
変
更
す
る
。

桃

屋

は

「
桜
花
漬
」

（
６０
�
）
の

価
格
改
定
を

実
施
す
る
。

異
物
を
除
去

す
る
作
業
に

か
か
る
コ
ス

ト
が
上
昇
し

て
い
る
こ
と

を
受
け
、
１０

月
１
日
分
か

ら
値
上
げ
に

踏
み
切
る
。

「
桜
花
漬
」
に
つ
い
て

は
、
安
全
・
安
心
な
商
品
を

提
供
す
る
た
め
、
熟
練
し
た

作
業
員
が
、
八
重
桜
の
花
び

ら
を
一
枚
ず
つ
丁
寧
に
広
げ

な
が
ら
、
エ
ア
ノ
ズ
ル
を
使

用
し
、
花
び
ら
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
丁
寧
に
異
物
を
除

去
し
て
い
る
。

同
社
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ス

ト
が
上
昇
す
る
中
で
、
あ
ら

ゆ
る
企
業
努
力
を
行
っ
て
き

た
が
、
企
業
努
力
だ
け
で
は

吸
収
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

た
た
め
、
価
格
改
定
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
た
。

味
の
素
、
三
菱
食
品
、
マ
ル
エ
ツ
な
ど
食
品
製
配
販
７
社
は
受
発
注
か
ら
納
品
ま
で
の
物
流
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
見
直
し
に
取
り
組
む
。
納
品
前
日
発
注
を
基
本
と
す
る
現
行
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
緩
和
・

延
長
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
物
流
改
善
策
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
荷
待
ち
・
荷
卸
し
等
の
業
務
負

荷
削
減
効
果
を
実
証
し
、
人
手
不
足
を
乗
り
切
る
持
続
可
能
な
物
流
体
制
の
構
築
に
つ
な
げ
る
。

深
刻
化
す
る
中
、
食
品
業
界

で
は
昨
年
か
ら
メ
ー
カ
ー
共

同
物
流
等
の
合
理
化
が
加
速

し
て
い
る
が
、
物
流
の
生
産

性
を
業
界
レ
ベ
ル
で
高
め
る

に
は
、
鮮
度
訴
求
や
欠
品
・

在
庫
削
減
を
目
的
に
行
わ
れ

て
き
た
短
納
期
発
注
や
小
口

多
頻
度
納
品
な
ど
、
商
慣
行

の
見
直
し
が
不
可
欠
と
の
見

方
も
あ
り
、
早
急
な
議
論
が

待
た
れ
て
い
た
。

検
討
会
は
４
月
以
降
の
協

議
の
中
で
こ
の
問
題
を
整

理
。
こ
の
ほ
ど
リ
ー
ド
タ
イ

ム
の
見
直
し
に
焦
点
を
絞
り

込
む
方
針
を
固
め
た
。
今
後

は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
に

よ
っ
て
製
配
販
各
層
に
生
じ

る
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も

に
、
延
長
で
可
能
に
な
る
具

体
的
か
つ
３
層
が
納
得
で
き

る
生
産
性
向
上
策
を
定
め
て

い
く
。
参
加
企
業
に
よ
る
実

証
実
験
や
成
果
の
公
表
な
ど

も
視
野
に
入
れ
る
。

国国
内内
農農
事事
業業
をを
抜抜
本本
的的
改改
革革

生
鮮
ト
マ
ト
初
の
機
能
性
表
示
カ ゴ メ

食品製配販７社

リリ
ーー
ドド
タタ
イイ
ムム
是是
正正
なな

どど

協協
議議

物
流
合
理
化
へ
連
携

商
慣
行
・
過
剰
サ
ー
ビ
ス
に
メ
ス

「桜花漬」（６０�）

桃
屋

�桜花漬�値上げ
１０月１日出荷分から

さ
ば
缶
３３
品
を
値
上
げ

●
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
●

９
月
か
ら
平
均
１０
％
上
げ

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������菓菓 子子 市市 場場

停
滞
感
が
色
濃
く
漂
う

牽引車が踊り場に

「
卸
各
社
、
売
場
活
性
化
し
単
価
・
点
数
ア
ッ
プ
へ
」

（
近
畿
版

５
面
）

「
外
林
、
新
関
東
事
業
所
を
今
期
末
開
設
へ
」

（
菓
子
流
通
版

８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

����������������������������
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